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ーァー『エドワド六世王祈祷書~ (1553年)The Primar or Book 01 Pri四




















本的には同じてある C 結局，管見にもとづく印象風な結論をあえて Fれば. 16 
世紀から17世紀にかけての問題の 1世紀ないし 1世紀半のイ Yグラ y ドの農業
構造についての， 今なお基本的にゆるがねたしかな映像は， やはり「ト一三
ーの世紀“ Tawney'sCentury"J り「トーニーのイソグラ Yド“Tawney's
England勺である，正いうと止である2l。 当該時期の120前後のマナの検地帳
sUTveys と地代帳 rentalsとをもとに，具体例と統計的数値を駆使したR.H.
トーニーの処女大作 U6世紀の土地問題~ (1912年)The Agrarian Problem 
in the Sixte開 thCentury は，それと対をなす1941年の論文「ジエントリの






2) Tawney's Century， Tawney's Englandの需はトレヴァ=ロ パ Dものである.Trevor-
Roper， H. R.， . The G田 try1540-1640'， Eco. H. R. Supplements 1， Ca.mbrldge， 1953，即
1-2 この評言が，近時における代表的ト =ー批判者としてのトレヴァ=c パーー によZるもの



















3) Ta、.vney，R. H.， The Agrarian Frobrem in the Sj日teenthCentuη， London， 1912ー
以下 The A.grarian Problem と略-.do， . The Rise of the Gentry'， Eco. .l:王 R.，vol 
xi， No.' 1， 1941， reprL且tedin Carus可iVilson，E. M目 ed.，Essays in Economu正面白月九
Lond叩.1954 以下 CarusWi¥son's edn により‘TheRise of the Gentry' と噛ー(浜
林Eうた訳『ジエントリの勃興』未来社. 1957年。) The.Agra門anPro剖'""については，半
世紀を桂過して，なお見るべき批判は現れていない。 196依年に車内て Kerridge，E.. Ao-a口an
Prohlems制 theSixteenth Centuη and Aβ町" London が出たが， 十分な説得力をもっ
とはみなしがたし。後者にたいする批判としては，米川伸一『イギリス地域史研究U序説』未来社，
1972年，第5章補論，および武暢夫「謄本保有の法的保護に関する覚書Jr富大経済論集』第四







献日韓の参照を求めるにとどめておきたい。 Bi必，Ziographyof B-内 tishHistory， Tud町 Period
(C. Read ed.)， Oxf，日d，1959 白岨吋 Period(2nd e血 M.Frear ed.)， Oxford， 1970. [j'西
洋桂済史講且』岩波書出， 1962年，第5巻，史料・文献解題.






民の 3範時すなわち自由土地保有農 freeholders，慣習土地保有農 customary
tenants，定期借地農 leaseholdersの比率〔この数値を B とする〕は，それ
ぞれ20.9%，65.4%， 13.7%であり，平均保有規模〈この数値を Cとする〉は，
自由土地保有農12.5エーカー，慣習土地保有農21エーカーであるヘ
4) King， G.， 'Natural and Pol山田1Observations and Conclusions upon the State and 





























7) Tawney， The Agrarian Problem. p. 25， Table 1. pp. 32-33， Table H， pp. 64-65， Table 
IV これらの表のうち Iは， 118マナに関するものであり， そのうら 3つが15世紀末， 3つが
16加 56年の記録である巴 Eは，同じ 118マナの一部にかんするもの.mもほぼ同様である。こ
れらの表白典拠と欠陥についてはトーユー自身の記述を見られたい旬 Ibid.， Appendix I 
&)保有態陸別比率比 ととでの推揮の便宜上， ト ニ の原表 (7'bid.Table 1)白含む不明分
(6.7%)を除Y卜して修正したものである。また，平均保有規模は，原表 (ibid.，Table H， Table 














身 分 戸数 tenure 
〈仇万hエ…-→十カト一叶)I自 く万エーヵー)I'(戸1当二り) 経世地国積重層体系 〔方エー カー 〕
S国DV王ere最19両nELHor主ds権hip 閣 王 (後shi見p権そwのuー~.)
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28 (244) 第 1田巻第5.6号












模算定のデータは， トーニーに立っても与えられていないりであって， この数値は， とりわけ重





地で21判.47%であった CKosminsky， E. A.， 8tudi白 inthe Agr官官nHistc門。fEng-
land間 theThi問削thCentury， 1956， pp. 9Of.) 
(凶，ここでの瞳註自由怯有地は，王領地を含んでいるロ王領地は絶対主政の直接的な物質的基礎
として特別の重要性をもっているが，王領地全体の面積にかんする数値は，管見の範囲内ではな
いりで，よれを別に表罰する ζ とができなかった@ 車3葺王領地収入
下表は， S. J勺ヅヅによって，わたくしたもの 1 
対象に近い時点の王領地収入を例示したものであ 年 代 £ 
るα在ad，否e，S.].， The D岬官sdayof Crown Elizabeth. 1598-ー 1603 I 150. 8:訂 2
Lands， 1皿 don，1938， p. 4品 TableIX日 dp. 年平均







ノレ ィブで ノJ 当ーり 4へンス， E ・ヶリジの算定したウイノレ}シァのハ パ}領の世良地
代は， 16-世末にエーカー当り35ペンスであった(篠培信義m世紀イギリス農民層分解 ハン
プシャ グロンダルーマナー調査帳の分析JC~史学雑誌』第67編第 l号)6 へージ， Kerridge， 
E.，‘The Movement of Re混 t，1540-1640 " Eco. H. R. 2nd Series， vol. vi， No. 1.)。王
領地収入がすべて地代によるものであったわけではないが，今かりにヱ カ 当り 8ベンスで換




1，000--2，0明ボンド，同じく 1万台，000名のジヱトルY ンのそれが， 1，000-500ポンドであっノ



















¥た CWilson，Th.，品'tateof Eη!gland (1600) edリ byFisher， F. J. 1936， PIλ22-24.日 tracted








11) ここで表現されえない細部¢重要点目lつは， 又貸し sub-letingである。いま 1つは， ト-
z も言う通り(必id" pp. 23-24.)，かれの数値九「土地保有態様 tenures目分類であって土
地保有農 tenantsの分類でなくJ，大てし、の地方で前者は後者を示すものとなって4まいるカ主同
一農民が同時に他¢保全市E慌の土地の保有者でもあるといった事態。:決して稀ではな(.とくに
東部では，例外的にそれが著しかった， という点である.したがって，わたくしは， トー ユー に
ならってひとまずよれらの数値を人数として扱っておくがヲ厳密には，そうではなし、
30 (246) 第 122巻第5.6号
らにそのうえに，領主自由保有地は，最大最高の領主としての主権の関与下に
おかれているのである。したがって，領有 保有関係にある同ーの土地に，国












されるに至っている。 Cf.Savine， A.，‘Bond皿enunder thc Tudors'， Transactions of' 



















がって. 1つの不動産について上級 F級の幾重ものゲ'7ェ νが重畳し得る。」川島武主主『所
有権法の理論』岩国書眉， 1949年，第3章第2.中世英法においてゲノレマγ法白ゲグェーレに迂
叫した概念は， 特別占有"問n であるが， それが主として自由土地保有態様以上に限定されノ


















14) ト エ は，自由土地保有農にかんする骨折の結論を，大要次のように与えている。自由土地
保有農のなかには， ときとして騎士奉仕 knightserviceによるテナントもみられるが， 圧闘的








(Tawney， The Agrarian problem， pp， 29-30.) Cf. Holdsworth. W. 5.， An H1叫 -orical
Introduction to the Land Laτ:u， Oxford， 1927， pp. 129 fなお騎士奉仕および鈎奉仕保有態
様ならびに謄本保有態様については，続稿で後述。
15) マナ制度のなかでの定期借地部分の形成過程については， Cf. Tawney，暗 cit.，pp. 139 f 
なお法的観~からの定期借地権 leasehold or terms of yearsの概崎は， さし当り cf.Potter. 
H.， An Introduction to the rlisto叩 ofEngUsh La叫London.1923， pp. 134-135 定期
借地権は， 本源的に契約 agreern四 tor 'covenantに基くことを特徴とし，物的財産権 real
properLyとは認められなかったロくCf.ibid.， p.134 ; I-Ioldswol-th， W. S.， ILωtoryザ English，ノ














権 realproperty であったという意味で. I保有|一般のなかですぐれて
「所有」としての意味をもったのは，自由土地保有である叩。第1表の「所有














base or vi1ein t白山町と対立的に区別された自由人による保有地として位置づけられ，国王裁
判所における封土公示譲渡 leo百mentの手続きすなわち占有引渡行為 actof f町rnalliv町yof
selsmによって説渡されうるものとされ Cきたa 個々自領主のマナ裁判所に白み服する慣習土¥
17世紀イγグラγγの土地所有 (249) 33 
地面積」の欄で， 15万2，600戸の自由士地保有農の保有地は， わずかに全農業
用地の 9%と推定され，のこり91%は，国王・聖俗貴族・パロネット・ナイト









いま法的見地から， 自由土地保有のとる保有態様 tenures の種類とそれが
負う主な封建的附帯条件 f町 ](lal -incidents を表示すれば，第4表'"'のとおり
¥地怪有とちがって，自由土地保有は，国王裁判所におけるヨ毛ソ・ロー上の木邦ヲ唯一の不動産権
であり，土地私有としての意味でではないが，いわば封建的「所有」として¢位置を占めて雪たB
Cf. Holdsw町 th，Histoη of Engluh La叫 3rde血， vol. II; do， An Hist01-iCal 1，由，~






えでも， '" (べからぎると去である。このあPの点については. Cf. Tawney. The Agra門 'sn





18) し:f，ibid.， pp. 32-34. '1、ableII 
19) Be1， H. E.， An lntroduction to the History and Records of the CAJurt of Wards 
町 zdLiveries， Cambridge， 1953， p.75， n.6; Potter， ot口t.，pp. 122-130 および『英米法
辞典1前掲， より作成 これらのうち大奉仕は 一般軍役を負わず国王に特定の名誉的な芝居仕
(たとえば，旗をもち，却を捧じ戴冠式式部官をつとめる等)を行なう義務を負うもの， 'J奉仕
は，弓長専の武器を納める義務を負うものである。なお附帯条件のうち具体的給付を伴わ向もり

















産が当人の占有になるばあい，土地収益の 1年分， 復帰権 (rev-
ersion)のぼあい半年分。
相続上納金〔四lief)。











(-257n kmght)1 ¥.AJIUIlIUU J:l.Ul~ll L) I は，そり他の士地に及ばず。
普通鋤奉仕 i相続上納金町み。
(Common socage) 




Potter， op. cit. pp. 128-129 
加〕 自由鋤畢仕保有態様は;その奉仕義務が世情的なも0であった点で宗教的奉仕と区別され，農
業的なも申であった点で軍投奉仕:militaryserviceと区別される. しかも， 葺晋内容はほとノ






の国王にたいしてとる態様は， Iより高貴 morehonourable J だが「より負




有態様 tenureby knight scrviccを中心とする諾封建的封土保有態様 feud









奉仕は， 奉仕義務が卑賎なものか名誉的なものかによって， 農奴的鋤華仕 vil1eins由主geと自
由鋤奉仕freesocageとに分類され，また国主との関係において，直封鋤奉仕sロcageln cap凶e
と普通鋤奉仕 commonsocageとに区分される。自由普通鋤奉仕保有 freeand common 
S凹 ageは，事実上白土地私有とみなされるo Cf. IIoldsworth， An Intw品，c加nto the Land 
La叩"pp. 28-29; Potter.。ρcit.，pp. 129 f.
21) 前出註14を見よー
22) Cf. Bell， o.ぜう口't.pp. 2， 68 f 国主後見を中心とした諸負担にかんして， 17世紀初頭には，
これに服さ阻所領は皆無，と時人によって証言されているのだが，実際テュ ダ絶対E政は，そ



















管区監督であったG・パーネット'"(1643-1715)の『当代記A History 01 My 
Own Timell の一節であり，かならずしも一級記述史料とはみなしがたいが，
、いる o Ibld.. p. 4 富岡次郎「イギリヌ絶対土義と笹道院解散J W人文学報』第6号参照ω
23) 後見 占有引渡裁判所の設立にし、たる結晶，その機構苧についてり詳細は， Cf. Bell， op. cit.， 















25) Cf. Dictionmy of Nat即日1Biography; Low， S.， compiled， The工>ictionaryofノEng-
luh Histc巾























「かりにある人が，後見下にある 2ユ カ と自由な100エーカーとを占
有Lているとすると，この 2エーカーのせいで100エーカーも， 後見権の管
理下におかれることとなり，そのため，この負担に服さぬ所領はほとんど存
26) Burnet. G.， A Histoη of My Own Time， ed.， Airy， 0.， 1897 edn.， 1， pp. 20-21， ex 
tracted in Hi1l叩dDell ed.， ot. cit. p. 123 
























27) Cal.川 d，円 ofStare Papers， Veneti由 1，1603-1608， extracled Ul Hill and Del ed.， ot 
Clt.， pp. 123-124 
28) Smith， Th.， De Rep;時 licaA噌 ioru1Jl;a Ducourse on the 白 mmon-weal品。!fEngland， 
ed. by Alst臼 1，L.， 1抑止 Lib.3， Chap. 5， p. 120 
29) Calender of State Papers， Veneti日 ，ot. cit.， p. 123. 







































1547 10，317 2，704 7，613 
1549 12，882 3，757 9，125 
1560 30，412 7，126 23，286 
1571 20，247 7，191 13，056 
1573 23，030 8，751 14，279 
1584 15，527 3，717 11，810 
1595 17，506 2，727 14，734 
1607 36，583 18，773 17，810 
1613 25，781 2，573 23，208 
1615 .28，928 3，702 25，226 
1627 57，145 8，076 49，069 
1637 68ρ38 6，066 61，972 
1638 73，0口6 6，282 66，724 
1639 96，842 13，7G7 83，085 
1640 95，070 18，796 76，274 





30) Bel， o.ρα't.， Appendix I， Table A より作成」
